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　奈良県にふさわしい道路の総合的かつ計画的な整備を図るため、平成25年4月に「奈良県道路の整備に関す

る条例」を施行し、道路の整備についての基本方針や基本計画の策定、構造基準等について定めています。

　また、様々な課題や多様化するニーズに対応しつつ、道路整備を総合的かつ計画的に進めるため、平成26年

7月に5箇年の道路整備の方向性を示した「奈良県道路整備基本計画」を策定しました。

　令和元年10月には、従前の考え方や取組を継承しつつ、社会情勢や本県の取り巻く状況の変化を踏まえ、計

画を改定しました。

　「奈良県道路整備基本計画」は、県管理道路の総合的かつ計画的な整備を図るための施策についての基本的な

計画となるものです。「何のために」「どのような」道路を整備するのかを示す『整備すべき道路のあり方』と、

その道路整備を「どのように」行うのかを示す『道路整備の進め方』から構成されています。

　 県土の骨格を形成すべき、特に重要な路線網を「骨格幹線道路ネットワーク」と位置づけ、その重点的な整備を

推進します。さらに、奈良県の現状・課題を踏まえ、道路整備の３つの目的を定め、効率的かつ効果的な道路整備

を推進します。また、近年の大規模自然災害の増加や加速する社会資本の老朽化などへの対応を強化し、道路の安全・

安心の確保に取り組みます。これらの道路整備にあたっては、条件・配慮事項として４つの視点から検討します。

社会経済情勢などの変化に応じて、既存の計画や事業の

見直しを適切に行うことが重要です。都市計画の見直し

や事業着手前段階における評価実施プロセスの徹底、事

業段階での評価の充実を図ります。

 「選択と集中」を深化させ、道路整備を体系的に進める取組として、事業の各段階に応じた評価実施プロセスの徹

底や、予算・事業マネジメントによる効率的な事業推進を図ります。また、関係機関や県民等との関係のあり方や、

県民への説明責任を重視しながら、道路整備を進めます。

奈良県道路整備基本計画（平成２６年７月策定、令和元年１０月改定）

奈良県道路整備基本計画の構成

Ⅰ．整備すべき道路のあり方　－何のために・どのような－

Ⅱ．道路整備の進め方　－どのように－

段階に応じた評価の実施

｢選択と集中｣を進展させ、事業評価等の充実と併

せて、予算及び事業マネジメントによる効率的な

事業推進を図ります。

｢選択と集中｣に基づく

予算・事業マネジメント

県と市町村との連携・協働によ

るまちづくりの支援など、関係

機関との連携・協働を図りなが

ら道路整備を推進します。

市町村等の関係機関との

連携・協働

公共事業としての品質の確保、

各種手続き等の透明性・公平性

の確保に努めます。

契約手続・許認可事務の

適正確保

県民との積極的なコミュニケー

ションを図るとともに、施策検

討に当たっての県民意見の反映

に努めます。

説明責任の重視

骨格幹線道路ネットワーク
の形成

整備に当たっての
条件・配慮事項

骨格幹線道路ネットワーク 企業立地を支援する道路整備の推進

観光振興に資する道路整備の推進

まちづくりに資する道路整備の推進

骨格幹線道路ネットワーク
実現のための事業展開

風格ある景観形成
と環境への配慮

道路ストックの有効
活用と効果的な整備

使い易さの
追求

新たなニーズの
把握

安全・安心を支える
道路整備の推進

奈良県経済の進展に対応した
目的志向の道路整備の推進

安全・安心を支える
道路整備の推進

３ページ参照

5ページ参照

４ページ参照 ５ページ参照

6ページ参照

「選択と集中」の深化と道路整備の体系化

連携・協働と説明責任
契約・許認可の

適正確保と品質向上
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○骨格幹線道路ネットワーク

路線の線的整備の推進

（走行性の向上）

結節点の点的整備の推進

（接続性の向上）

課題箇所の面的検討

（課題の解決）

○骨格幹線道路ネットワーク実現のための事業展開

（1）骨格幹線道路ネットワークの形成

　骨格幹線道路ネットワークを構成

する路線において、未改良区間の整

備を推進するとともに、未事業化箇

所の調査・検討を進めます。また、

国が整備している京奈和自動車道な

どの早期開通に向け、関係機関に働

きかけを行います。

　骨格幹線道路ネットワーク

の整備効果を最大限に発現さ

せるため、フル IC 化など、

路線相互の接続性を高めるた

めの整備を推進します。

　骨格幹線道路ネットワークの中

で、複数の路線が集中する箇所や

通過交通の流入を抑制すべき箇所

については、まちづくりとも整合

を図りながら、総合的に調査・検

討を進めます。
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　県土の骨格を形成すべき特に重要な路線網を「骨格幹線道路ネットワーク」と位置づけ、重点的に整備を推進

します。
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企業立地
を支援する道路整備の推進

■骨格幹線道路ネットワークから産業集積地への
良好なアクセス道路の確保

■通勤・業務での移動の円滑化

観光振興
に資する道路整備の推進

■観光地へのアクセス性の向上 ■観光地間の周遊の促進 ■観光地内の回遊の促進

まちづくり
に資する道路整備の推進

■道・駅・まちの一体的な

まちづくりの支援

■公共交通の利便性の向上 ■生活空間における道路環境の整備
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（2）奈良県経済の進展に対応した目的志向の道路整備の推進
　経済の活性化、県民の暮らしの向上や地域資源を活かした観光振興を図るため、骨格幹線道路ネットワークの

形成と併せて、ネットワークからのアクセス性向上、身近な生活道路の課題解決、適切な役割分担による域内交

通の充実などに取り組みます。このため、「企業立地の支援」、「観光の振興」、「まちづくり」の３つの明確な目

的を定め、効率的かつ効果的な道路整備を推進します。

企業立地を促進するため、骨格幹線道路と工業団地等とを結ぶ良好

なアクセスの確保など、企業立地環境の改善に資する道路整備を

進めます。

市町村によるまちづくりと地域間を連絡する道路が一体的に機能す

るよう総合的なマネジメントに取り組むとともに、市町村と連携し

た賑わいのあるまちづくりを進めます。

全国屈指の歴史的遺産や豊かな自然環境など、奈良県が誇る地域資

源を活かした観光振興の促進を図ります。



（３）安全・安心を支える道路整備の推進

（４）整備に当たっての条件・配慮事項
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安全･安心
を支える道路整備の推進

風格ある景観形成と環境への配慮

�設計水準の底上げ

�環境への配慮

�観光地等における総合的な景観形成

道路ストックの有効活用と効果的な整備

�道路ストック活用等による効率的な整備の推進

�最適なストック管理の推進

�既存道路の有効的活用

使い易さの追求

�適時かつ的確な道路情報の提供

�バリアフリー化、ユニバーサルデザインの推進

�分かりやすい案内標識の整備

新たなニーズの把握

�観光地等における道路交通の実態の把握

�多様な交通モード間の連携

これらの道路整備にあたっては、条件・配慮事項として下記４つの視点から検討します。

■災害に強い道路整備 ■老朽化に対応した適切な
維持管理

■暮らしを支える交通安全対
策の実施
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　近年の大規模自然災害の増加や加速する社会資本の老朽化などへの対応を強化し、道路の安全・安心の確保に

取り組みます。

県民の生活を守り、経済活動を支えるため、道路防災機能の向上、

交通安全の確保、構造物の老朽化対策に関する取組を進めます。

我が国を代表するかけがえのない歴史的風土と調和

した景観形成や、周辺の環境保全に配慮します。

多様な道路ユーザーにとって、移動しやすく、分かり

やすい道路を整備します。

既存の道路ストックを有効に活用し、新設・改築から

維持・修繕に渡る効率的な道路整備を推進します。

県内での移動円滑化や観光地等における回遊性向

上のため、人や車の動きを把握する調査方法につい

て検討します。

対策前

対策後

対策前

対策後
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　奈良県道路整備基本計画の改定に伴い、新規事業化における評価基準の充実と評価実施プロセスの

徹底を図るため、道路整備の方針を策定しました。

　この方針に従い、事業実施前に、道路整備の必要性の調査として、基本計画への適合性や市町村長

等からの要望を確認のうえ、道路整備による目的貢献度などを調査します。また、用地買収の難易度

等の事業実施環境や市町村によるまちづくり等の関連事業の実現可能性などにより、新規事業化の優

先度を判定します。

　事業化後も、「選択と集中」に基づく予算・事業マネジメントを徹底するとともに、供用開始に向

けて機運醸成を図ります。

（５）道路整備の方針

新規事業化における評価基準の充実と評価実施プロセスの徹底

優先度の判定

�������������
������������
�����������

事業化路線の決定
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必要性の調査
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調査路線の

決定
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「選択と集中」に基づくマネジメントの徹底と、
 連携・協働により、供用開始に向け機運醸成

「選択と集中」に基づき、
予算・事業の

マネジメントを実施
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看板の設置により利用者への周知を図ります！
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供用目標の宣言

開通式や開通を祝う会を開催します！
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　供用宣言箇所（8ページ参照）においては、地域や通行者の方々に、供用予

定時期や事業協力へのお礼などをお知らせするため看板を設置しています。

　地域の方々に、事業協力へのお礼をお伝えするため、供用宣言箇所の開通

に先立ち関係者の方々とともに、開通式や開通を祝う会を開催しています。

供用目標の宣言

新

規

事

業

化
都

市

計

画

決

定

事

業

着

手

供

用

開

始

�
�
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奈良県 供用宣言箇所図（R1.9月時点）
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（６）開通の見通しが得られた道路・街路事業
　奈良県では、事業の透明性を向上し、周辺まちづくりの促進、早期効果発現を図るため、用地取得が概ね完了

しているなど、完成に向けた事業実施環境が整っており、概ね３年以内に開通が見込まれる箇所（部分開通箇所

を含む）について、供用宣言箇所として公表を行っています。なお、令和元年度は10箇所が開通し、令和2年

度は7箇所、令和3年度は3箇所が開通予定です。

右ページ下へ

右ページ下へ
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県道枚方大和郡山線 中町工区の一部（延長220m）が
令和2年3月21日に開通しました。

　バイパス整備や交差点整

備などにより、奈良県総合

医療センターへのアクセス

を向上させ、救命救急活動

などの円滑化を図ります。

　バイパス整備により、拡

張が予定される唐院工業団

地など、複数の工業団地へ

のアクセスを向上させ、地

域活性化を図ります。

県道天理王寺線 長楽工区の一部（延長500m）が
令和2年3月15日に開通しました。

道路建設課

これからの道路整備2

令和元年度に開通した箇所の一部をご紹介します。

(一)今木出口線馬佐～新野工区
 ［令和元年11月一部開通]

(一)赤滝五條線 野原工区（5工区）
 ［令和元年11月全線開通]

(一)助命下萩線 伏拝工区
 ［令和２年３月全線開通]

(一)上笠間八幡名張線 毛原工区
 ［令和２年３月一部開通]

(一)上笠間三本松停車場線 三本松工区
                         [令和２年３月全線開通]

(主)吉野東吉野線 小川～鷲家工区
 ［令和元年12月一部開通]

(主)大峯山公園線 洞川工区
 ［令和元年８月全線開通]

(主)高野天川線 上工区（11工区）
 ［令和２年３月全線開通]

中町工区や長楽工区が一部開通しました

奈良県総合医療センターへの

スムーズなアクセス

工業団地へのアクセス向上に

よる地域活性化

整備効果 整備効果

※ は、開通前に撮影した写真を

使用しています。
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